ながら川ふれあいの森指定管理者仕様書
  　

ながら川ふれあいの森の指定管理者が行う業務の内容及びその範囲等は、この仕様書による。なお、この仕様書に示される数量等は最低基準を示すものであり、指定管理者の裁量により数量等を増加させてもなんら問題はない。

１．趣旨

　　本仕様書は、ながら川ふれあいの森の指定管理者が行う業務の内容及び履行方法について定めることを目的とする。

２．ながら川ふれあいの森の管理運営に関する基本的な考え方

　　ながら川ふれあいの森を管理運営するにあたり、次の揚げる項目に沿って行うこと。

（１）ながら川ふれあいの森が、森林レクレーションをとおして、森林の多面的な機能の理解を深める場であるという設置理念に基づき、管理運営を行う。

（２）地域住民や、利用者の意見を管理運営に反映させる。

（３）個人情報の保護を徹底する。

（４）効率的な運営を行う。

（５）管理運営経費の削減に努める。

（６）ボランティア活動に対する協力及びサポートに努める。

（７）市直営の施設にて率先して実行している環境保全に向けた取り組みをふまえ、ながら川ふれあいの森の管理運営に伴う環境負荷の低減にできるかぎり努める。

３．施設の概要

（１）名称　　　　ながら川ふれあいの森

（２）位置　　　　岐阜市三田洞211番地（代表地番）

（３）面積　　　　２３３ha

（４）施設概要　　四季の森センター・キャンプ場・管理道・散策路・駐車場・街路灯等

（別紙１　施設一覧表参照のこと）

（５）利用者　　　不特定（年間利用者　　延１２万人を見込む）

４．利用日時

利用日及び利用時間は、岐阜市ながら川ふれあいの森条例施行規則（以下「規則」という。）第5条の規定による。

５．業務内容

（１）経営管理に関すること

　　①　事業計画を効率よく実施するために、事業実施企画書を作成し市担当者と協議をする。

　　②　指定管理者は、ながら川ふれあいの森の管理運営状況を記載した業務日報（様式第1号）を作成し、岐阜市農林部農林園芸課が指定する期間保管し、求めがあったとき提出すること。また、毎月業務日報に基づいて業務報告書（様式第2号）を作成し、岐阜市農林部農林園芸課に報告する。

　　③　利用者の満足度を測るために、年2回以上のモニタリング調査（調査方法については、市と協議のこと。）を行い、それに対し自己評価と対応策を検討し施設運営に反映する。

　　④　市及び関係機関の担当者と連絡を密にし、利用者の拡大を図る。

　　⑤　指定期間終了後引継ぎに支障を生じさせないために、事務引継ぎ書（様式第3号）を作成すし、新たな指定管理者に円滑に引き継ぐこと。
6 ながら川ふれあいの森をメインフィールドにして活動する各種ボランティア団体の活動に対し支援、指導、協力を行い各団体の連絡調整に努める。
⑦　施設利用者数の把握に努める。
　　⑧　その他施設経営管理上、当然と思われる業務を行う。
（２）施設の運営に関すること

　　①　職員の配置

　　　ア　利用者の申請受付及び問い合わせ等のために受付職員１名以上と、日常点検管理作業のために職員１名以上を午前８時３０分から午後５時３０分まで配置する。

イ　キャンプ場等管理業務のため５月１日（該当日が休日に当たる場合は翌日）から９月３０日（該当日が休日に当たる場合は前日）までの期間については、職員１名以上を午前８時３０分から午後９時３０分まで配置する。ただし、四季の森センター及びキャンプ場の使用申し込みのない場合は、午後５時３０分までとする。なお、午後５時３０分以降は、四季の森センター事務室にて管理業務を行う。

　　　ウ　職員は、自然環境について造詣があり、簡易なインタープリテェーションができる能力があること。

　　　エ　職員の勤務形態は、労働基準法等関係法令を遵守し、専任の必要はないが、ながら川ふれあいの森の管理運営に支障のないようにする。

　　　オ　職員に対して、ながら川ふれあいの森の管理運営について必要な研修を実施すること。

　　②　展示サービスの管理運営

　　　ア　展示サービスの許可を行う。

　　　イ　展示サービスの利用者に対し必要な指示を行う。

　　③　ながら川ふれあいの森の有料施設使用料の収受を行い、収受した使用料を速やかに市の指定する方法により納入する。

④　ながら川ふれあいの森の使用申請の受付、許可、物品の貸出し。

　ア　岐阜市ながら川ふれあいの森条例(以下｢条例｣という。)第３条第２項、第４条、第６条に係る受付業務は、四季の森センター事務室で行う。

イ　条例第８条に基づく行為を行う場合は、岐阜市の承認を得て行う。

⑤　ながら川ふれあいの森を利用して各種活動を実施するものに対し、支援、指導、協力を積極的に行う。

⑥　ながら川ふれあいの森を利用して各種活動が実施されるようＰＲに努める。

⑦　その他施設管理上、当然と思われる業務を行う。

（３）維持管理

　　①　各種施設の簡易修繕

　　　　各種施設の維持管理に努め、修繕見積り額が50,000円（消費税及び地方消費税を含む）未満の修繕（以下「簡易な修繕」という。）を行い利用者の安全確保に努める。

　　②　建物管理

　　　　四季の森センター及び林内作業所等については、日常的に清掃を行い利用者に不快感を与えないように努める。

　　③　薬剤の使用

　　　　ねずみ・衛生害虫等の防除を実施する場合は、総合防除の考え方や防除マニュアルに基づき、人の健康に対するリスクと環境への負担を最小限にとどめるような方法で実施することとし、安易な薬剤の使用は避けること。また、薬剤を使用する場合は、使用する３日前から使用後３日後まで、掲示板等で施設利用者や周辺住民に周知すること。

④　森林、広場の管理

　　　　下刈り、除伐、除草等の維持管理作業を計画的に行い、優良な森林の維持に努め利用者に支障とならないよう整理及び美化に努める。

　　⑤　管理道路・散策路の管理

　　　　施設内の管理道路、散策路は、利用に支障が出ないよう日々パトロールを実施し、除草、支障枝の伐採、倒木の処理、簡易な補修等の処理を行う。

　　⑥　駐車場管理

　　　　利用者に支障のないよう整理及び美化に努め、施設内での無断駐車のないように管理する。

　　⑦　キャンプ場管理

　　　　炊飯施設における残灰の処理、水質等の確認及びキャンプ場内の整理及び美化に努める。

　　⑧　施設の点検及び補修等

施設の適正な管理運営のために、日常点検及び保守管理を行い、簡易な補修等を要する施設については、適宜遅滞なく行う。

　　⑨　施設保全マニュアルに基づく保守点検

　　　　岐阜市公共建築課が作成した「施設保全マニュアル」に基づく保守点検を行う。

⑩　「ながら川ふれあいの森保守管理業務要求水準」（別紙２（以下「管理水準」という。））に示す業務を行う。

⑪　その他維持営管理上当然と思われる業務を行う。

（４）指定事業

①　市民を対象とする森林教室を年４回以上、森の音楽会を年３回以上開催する。

　　②　指定事業以外の自主事業を行う場合は、市の許可を得ること。
６．経費等 

（１）予算の執行

別途協定する金額に基づいて、上記の業務の内容及び管理の基準に定める全ての管理運営を行うこと。

①　人件費

本仕様書の５(２)①に規定する人件費については、指定予算額内で執行する。

　　②　事務費

　　　　消耗品等の費用については、指定予算額内で執行する。

　　
③　管理費
　　　　電気料、上水道、電話料、燃料費、定期的な浄化槽法定点検、浄化槽清掃保守、自動火災報知器設備点検、空調設備点検整備、自動ドアー、清掃費、廃棄物収集運搬処理費、施設管理費（定期清掃等に係る経費）については、指定予算額内で執行する。
　　④　印刷製本費

　　　　施設備付のパンフレット等の印刷経費については、指定予算額内で執行する。

　　⑤　修繕料

軽易な修繕（1修繕あたり、50,000円未満のもの）は指定予算額内で執行し、それ以外のものは市において修繕を行う。その区分範囲については、その都度協議して決定する。

　　⑥　委託料

　　　　指定管理業務の一部を指定予算額内で、市の承認を受けた後、第三者に委託することができる。

　　⑦　公課費

収益等について、課税対象となった場合は、指定予算額内で執行する。
8 保険料　「市民総合賠償補償保険(全国市長会)」に本市が加入しているため新たに保険加入する必要はありません。ただし、指定管理者が「市民総合賠償補償保険」の対象とならない損害を補償対象とする必要があると判断する場合や、同保険による補償額以上の補償を確保する必要があると判断する場合は、指定管理者は別途、自らの負担で保険加入をします。
9 事務手数料は、指定予算額内で執行する。
　　⑩　現在契約期間中のリース物品については契約を継続し、指定予算額内で執行する。

　　⑪　その他

年間の管理運営は指定予算の各費目の金額内で執行すること。ただし、市と協議のうえ流用することができる。また、指定管理者の責でない事由により、その費用の額が指定管理者の見込み額を超えるときは、市と協議のうえ追加措置をすることができる。

（２）事業報告

　　会計年度終了後速やかに事業の報告を行う。

（３）施設の使用料金は市の歳入とする。

（４）市が提案を求め、審査により市が認めた、指定管理者が行う指定事業の収入は市の歳入（収

入）となる。

（５）経理規定・帳簿等

　　　指定管理者は、経理規定を策定し経理事務を行い、帳簿を備えて収入支出の額を記載しその出納を明らかにするとともに、その帳簿及び収入支出内容を証する書類を業務終了年度の翌年から５カ年間保管しなければならない。

（６）立ち入り検査

市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の現地検査を行うことができる。

７．協議

　　指定管理者はこの仕様書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理について疑義が生じた場合は市と協議し決定する。

８．物品の帰属等

（１）市が、指定管理者に対して委託代金等により物品を購入させ、又は修繕により結果として資産を取得させることとなる場合は、その物品又は資産（以下「物品」という。）は市の所有に属するものとする。

（２）指定管理者は、市の所有に属する物品については、「岐阜市会計規則」及び関係例規の管理の原則及び分類に基づいて行うものとする。また、指定管理者は同規則に定められた備品台帳を備えてその保管にかかる物品を整理し、購入及び廃棄等の移動について定期的に市に報告しなければならない。

９．備品物品等

　　備え付けの備品、物品等は、別紙３備品等一覧による。

１０．業務を実施するにあたっての注意事項

　　業務を実施するにあたっては、次の事項に留意して円滑に実施すること。

（１）公の施設であることを常に念頭において、公平な運営を行うこととし、特定の団体等に有利に、あるいは不利になる管理運営をしない。

（２）指定管理者が施設の管理運営に係る各種規定・要綱等を作成する場合は、市と協議をする。

また、各種規定がない場合には、市の諸規定に準じて、あるいはその精神に基づき業務を実施する。

１１．災害時の対応

（１）災害が発生した場合、施設及び周辺の状況を把握し速やかに報告すること。

（２）施設の管理保全に努めるとともに、被害拡大の防止を図ること。

（３）開館時間内に災害が発生した場合は、施設利用者の避難誘導等安全の確保に努めるとともに、その状況を速やかに報告すること。

１２．その他

（１）緊急対策、防犯、防災対策についてマニュアルを作成し、職員に指導を行う。

（２）事故等異常事態が発生した場合は、応急処置を講ずるとともに直ちに市及び必要な関係部署に速やかに連絡し協議する。

（３）各施設において、整理整頓に努めるとともに、盗難、火災などが発生しないよう指定管理者の責において管理運営する。

（４）個人情報保護の体制をとり、職員に周知・徹底を図る。

（５）施設の管理運営については、地域の実情にあわせて行う。

（６）指定管理者名等を、施設内の利用者に見やすいところに表示する。

（７）その他、仕様書に記載のない事項については、市と協議を行う。
（８）市が広告事業を行う場合があります。
（様式第１号)　                                      　　　　　　 平成   年   月   日
業　務　日 報
	 勤務者名
	
	

	
記入者
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	  有料施設使用状況
   四季の森ｾﾝﾀｰ多目的室       人     午前      午後     夜間     全日
   キャンプ場         人     昼間   区画数　1.2.3.4.5.6.7.8.9.10.11.12.13.14
                      人     １泊   区画数　1.2.3.4.5.6.7.8.9.10.11.12.13.14
   炭焼き窯　　　　　 窯

その他

　
	

	ボランティア団体活動　　森の守人           人

　　　　　　　　　　　　その他
	

	  取扱金額
	四季の森センター

多目的室
               　円
	 キャンプ場
   円
	炭焼き窯
            円
	 その他

            円

	

	
	走行前距離メーター
         　　　  km
	走行後距離メーター
   　　   　  　 km
	　走行距離
       km
残留塩素

	残留塩素
　　　　　ppm
　　　　
	


（様式第２号)　　　         　　　　　　                            平成   年   月   日
業　務　報　告　書（　　　　月分）
勤務状況

勤務者数　　受付業務　　　　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

　　　　　　園内管理
　　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

　　　　　　キャンプ場管理　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

　　　　　　その他　　　　　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

　　　　　　午後5時30分～午後9時30分

　　　　　　　　　　　　　　(氏名　　　　　　　　　　)　　　　　　　　　　　日

	有料施設利用状況（減免数）
	
	使 用 量

	四季の森センター多目的室
	単価（円）
	利用料（円）
	

	午前
	件(　　　　　)
	1,800
	
	水道

	午後
	件(　　　　　)
	2,400
	
	　　　　　　　　　㎥

	夜間
	件(　　　　　)
	1,800
	
	電気

	全日
	件(　　　　　)
	3,800/5,400
	
	kwh

	冷暖房
	時間（　　　　）
	300
	
	               kwh

	シャワー
	件
	100
	
	

	キャンプ場
	
	
	
	ガソリン

	昼間
	　件(　　)　　区画(　　)
	500
	
	                 L

	1泊
	　件(　　)　　区画(　　)
	1,000
	
	混合ガソリン

	小計
	　件(　　)　　区画(　　)
	
	
	                 L

	備品
	
	
	
	プロパンガス

	テント
	張(　　　)
	300
	
	空調　　　　　　㎥

	炊飯セット
	組(　　　)
	1,000
	
	給湯　　　　　　㎥

	毛布
	枚
	200
	
	

	シーツ
	枚
	200
	
	

	その他
	
	
	
	

	OLマップ
	枚
	100
	
	

	炭焼き窯
	窯
	1,500
	
	

	合計
	
	
	
	


ボランティア活動数
その他

以上平成　　年　　月の業務報告書を提出いたします。

指定管理者　　　　　　　　　　　　　㊞
様式第３号
事　務　引　継　書
年　　月　　日
　

　岐阜市長　様

指定管理者

　　指定管理者の引き継ぎについて下記のとおり報告します。
記
　　　　　引継ぎ前任者　　（管理業務責任者）　氏名　　　　　　　　　　　　㊞　

　　　　　引継ぎ後任者　　（管理業務責任者）　氏名　　　　　　　　　　　　㊞

　　　　　立会者　　　　　　岐阜市　　部　　　課　　　　氏名　　　　　　　㊞

関係する団体、機関等に関する書類
	団体・機関名
	内　容

	
	【目的】

【事業】

【関与】




懸案事項及び注意事務一覧
	NO
	懸案事項及び注意事務
	内　　　　　　　　容

	
	
	


その他特筆すべき事項（備品の増減等）
























































- 1 -

